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チーム医療で挑む

K a s h i w a b a  N e u r o s u r g i c a l  H o s p i t a l

第2回 Clinical Skill Up Meeting 開催

脳卒中診療部長・医局長 吉本 哲之
頚動脈狭窄症の検査と治療



チーム医療で挑む
頚動脈狭窄症の検査と治療

脳神
経外
科
検査
科

放射
線科

プ
ラ
ー
ク
の
形
状
か
ら

脳
梗
塞
発
症
の
危
険
を
予
測

　

当
院
で
は
、
頚
動
脈
の
プ
ラ
ー
ク
の
形
状

を
調
べ
る
こ
と
で
、「
脳
梗
塞
を
発
症
す
る

可
能
性
」を
予
測
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
脳
梗
塞
を
発
症
す
る
と
重
篤
な
後
遺
症

が
残
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
発
症
前
に
、
発

症
の
可
能
性
が
高
い
プ
ラ
ー
ク
を
見
つ
け
て

治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

当
院
で
は
脳
神
経
外
科
と
検
査
科
、
放
射

吉本 哲之

頚動脈狭窄の検査を行
う超音波検査器。検査
は5～ 15分ほど。外
来で簡単に検査が可能
です。得られた検査動
画から血流の様子を見
て診断を行います

頚動脈

脳卒中診療部長・医局長

心臓から脳へ最も多く血液を送っているのが頚動脈です。その頚動脈

に動脈硬化が生じると血管内が狭くなり（頚動脈狭窄）、脳の血流が足

りなくなるだけでなく、動脈硬化部分（プラーク）の破片が脳へ流れて、

脳梗塞を起こすことがあります。当院では、頚動脈の動脈硬化の状態

を検査で明らかにし、脳梗塞発症前に治療を行っています。

線
科
が
連
携
す
る「
チ
ー
ム
医
療
」で
頚
動
脈

の
検
査
と
治
療
を
行
い
、
良
好
な
結
果
を
得

て
い
ま
す
。

　

頚
動
脈
狭
窄
の
状
態
は
、超
音
波
検
査（
エ

コ
ー
検
査
）で
確
認
し
ま
す
。
頚
部
に
あ
て

た
送
受
信
機
か
ら
得
ら
れ
る
検
査
動
画
で
、

プ
ラ
ー
ク
の
形
状
や
揺
れ
方（
揺
動
性
）を
注

意
深
く
観
察
し
、「
脳
梗
塞
を
発
症
す
る
可

能
性
」が
高
い
か
ど
う
か
を
見
極
め
ま
す
。

　

高
度
な
狭
窄
が
疑
わ
れ
た
り
、
判
定
が
困

難
な
場
合
に
は
、
さ
ら
に
M
R
I
検
査
を
行

い
ま
す
。

●
症
状
を
起
こ
し
て
い
な
く
て
も
、
脳

血
流
の
低
下
や
血
管
内
の
75
％
に
潰

瘍
形
成（
内
壁
の
不
整
）が
あ
る

●
過
去
に
症
状
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ

る
内
頚
動
脈
狭
窄
を
持
っ
て
い
る

●
内
科
的
治
療
を
行
っ
た
の
に
、
脳
虚

血
発
作
が
頻
発
す
る 

●
内
科
的
治
療
の
継
続
が
困
難

外
科
手
術
や

血
管
内
手
術
の
対
象
と
な
る

頚
動
脈
狭
窄
症



患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
た

治
療
法
を
選
択

　

内
科
的
治
療（
薬
に
よ
る
治
療
）は
、
血
液

の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
ま
す
が
、
プ
ラ
ー

ク
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
脳

梗
塞
の
再
発
の
可
能
性
を
残
し
ま
す
。 

　

再
発
率
を
確
実
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
狭

窄
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ー
ク
を
内
膜

ご
と
摘
出
す
る
外
科
手
術
（
内
膜
剥
離
術
）

が
第
一
選
択
と
な
り
ま
す
。
こ
の
方
法
は
プ

ラ
ー
ク
を
完
全
に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
全
身
麻
酔
で
行
う
た
め
、
多
臓
器
に

機
能
不
全
の
あ
る
高
齢
者
は
全
身
状
態
を
悪

化
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
選
択
肢
は
、
血
管
の
中
か
ら
バ
ル
ー

ン
（
小
さ
な
風
船
）を
使
っ
て
狭
窄
部
を
拡

張
し
、
ス
テ
ン
ト（
金
属
の
円
筒
）を
置
い
て

再
狭
窄
を
防
ぐ
血
管
内
手
術
（C

A
S

）で
す
。

局
所
麻
酔
と
鎮
痛
剤
を
使
い
、
主
に
大
腿
部

の
血
管
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
て
治
療

を
行
う
た
め
、
頚
部
切
開
の
必
要
が
な
く
、

手
術
時
間
も
短
く
て
済
み
ま
す
。
し
か
し
、

プ
ラ
ー
ク
が
柔
ら
か
か
っ
た
り
、
泥
状
の
も

の
は
、
血
管
拡
張
時
に
プ
ラ
ー
ク
が
飛
ん
で

脳
の
血
管
に
詰
ま
り
脳
梗
塞
の
原
因
に
な
る

危
険
が
あ
る
た
め
、
血
管
内
手
術
は
不
向
き

で
す
。

　

外
科
手
術
に
も
血
管
内
手
術
に
も
長
所
・

短
所
が
あ
り
、
合
併
症
の
リ
ス
ク
も
ゼ
ロ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
併
症
が
発
生
す
る
と
、

重
篤
な
後
遺
症
（
麻
痺
・
言
語
障
害
・
感
覚

障
害
な
ど
）を
残
し
た
り
、
生
命
に
危
険
が

及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年
の
医
療
器

具
と
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
合
併
症
の
確
率

は
年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
経
験
豊
富
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

連
携
す
る
チ
ー
ム
医
療
に
よ
っ
て
、
患
者
さ

ん
の
状
態
を
正
し
く
把
握
し
、
病
状
に
合
わ

せ
た
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
良
好
な

治
療
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

外科手術（内膜剥離術）

全身麻酔後、頚部の
皮膚を切開し、頚動
脈を露出させる

一時的に頚動脈の血
流を遮断し、切開し
てプラークを露出さ
せる

頚動脈内のプラーク
を内膜とともに丁寧
に剥離し摘出する

血管内手術（頚動脈ステント留置術）

治療後治療前

頚動脈の狭窄部分に「ステント」と呼ばれる金
属性の網状の筒を留置し、狭くなった血管の
内腔を正常径まで拡張し、血液の流れを改善
させる



柏葉脳神経外科病院
私
た
ち
は
、
安
全
で
安
心
い
た
だ
け
る
医
療
の

サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
守
り

ま
す 病

院
の
理
念

●
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
最
善
の

医
療
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す

●
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
と
、
患
者
さ
ん
の

理
解
と
選
択
に
基
づ
く
医
療
を
実
践
し
ま
す

●
患
者
さ
ん
の
意
志
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
ま
す

●
医
療
従
事
者
と
し
て
、
常
に
、
豊
か
な
人
間
性
と

技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

●
救
命
・
救
急
医
療
か
ら
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
、
脳
の
総
合
病
院
を
め
ざ
し
ま
す

●
地
域
医
療
機
関
と
の
強
力
な
連
携
を
は
か
り
、
よ

り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す

●
患
者
さ
ん
は
、
平
等
で
、
安
全
な
医
療
を
受
け
る

権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
か
か
わ
る
人
々
の
氏
名
と
役
割
を

知
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
病
気
・
治
療
・
予
後
に
つ
い
て
知
る
権
利

が
あ
り
ま
す

●
治
療
に
つ
い
て
承
諾
・
拒
否
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
つ
い
て
、
他
医
師
の
意
見
（
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
を
得
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
公
的
援
助
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
知

る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
病
院
職
員
に
対
し
て
、
意
見
・
苦
情
を
伝
え
る
権

利
が
あ
り
ま
す

患
者
さ
ん
の
権
利

病
院
の
基
本
方
針

日
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お

変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
後
さ
ら
に
暑
く
な
っ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
が
、
夏
場
が
1
年
中
で
一
番

脳
梗
塞
の
発
症
率
が
高
い
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。暑
い
と
感
じ
る
前
に
、

早
め
の
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が

け
、
北
海
道
の
短
い
夏
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
ま
し
ょ
う
。
体
調
管
理
に
は
充

分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。　
　
（
小
川
）

日
に
日
に
強
さ

を
増
す
日
差
し
に

夏
を
感
じ
る
と
共

に
、
涼
を
求
め
る

編
集
後
記

私
た
ち
の
考
え
て
い
る
こ
と
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第2回 Clinical Skill Up Meeting 開催
スキルアップを目指したディスカッションを行いました

　

専
門
性
の
高
い
医
療
技
術

を
研
鑽
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の

「
第
2
回 C

lin
ic
a
l S
kill U

p
 

M
eeting

」を
、
6
月
8
日
に
札

幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
。
近

隣
の
医
療
機
関
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
治
療
成
績
や
研
究
成
果
を
公

表
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
後
遺
症
の

な
い
安
全
な
脳
神
経
外
科
手
術
を

行
う
た
め
に
欠
か
せ
な
い
検
査
技

術
「
誘
発
電
位
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」

で
、
当
院
の
脳
卒
中
診
療
部
長
・

吉
本
哲
之
や
検
査
科
・
金
子
哲
也

が
検
査
の
具
体
的
方
法
や
デ
ー
タ

の
解
析
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
を
務
め
た
北
海

道
大
学
大
学
院
の
寳
金
清
博
教
授

は
、「
優
れ
た
技
術
を
地
域
医
療

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
へ
と
つ
な
げ
た

い
」と
評
価
。
金
子
貞
男
理
事
長

は
「
患
者
さ
ん
に
最
善
の
治
療
を

提
供
す
る
た
め
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
精
度
を
さ
ら
に
高
め
た
い
」

と
今
後
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

第2回 Clinical Skill Up Meeting

Theme：脳神経外科手術と誘発電位モニタリング
座長：柏葉脳神経外科病院脳卒中診療部長 吉本哲之
コメンテーター：北海道大学大学院医学研究科脳神経外科学分野
　　　　　　　　寳金清博教授

演題1 当院で行われている誘発電位モニタリング
 柏葉脳神経外科病院検査科 金子哲也
演題2 CEA術中のSEPモニタリングの異常値と血流不全
 柏葉脳神経外科病院脳神経外科 藤本真
演題3 MEPモニタリングにおける頭蓋外刺激と
 脳表刺激の差における考察
 柏葉脳神経外科病院脳神経外科 丸一勝彦
演題4 VEPモニタリングにおける危険性の評価
 柏葉脳神経外科病院脳卒中診療部長 吉本哲之
指定発言 虚血性脳血管障害治療UPDATE
 北海道大学大学院医学研究科脳神経外科学分野
 寳金清博教授

2012年6月8日（金）18：50～ 　札幌グランドホテル

丸一勝彦 医師金子哲也 臨床検査技師

吉本哲之 脳卒中診療部長藤本真 医長

北海道大学大学院 寳金清博教授 金子貞男 理事長・院長


